
おとなのものづくり「身近な技術」の体験塾 

山吉康弘 

日 時：平成２９年１月７日（土）１３：００～１６：００ 

場 所：山形大学工学部ものづくりセンターＡ棟創成支援室 

参加者：８名 

テーマ：「ケルビン発電機（静電気発電機）の製作」 

指導者：村上聡（統括技術長），大橋栄市（地域連携担当），荒木芳春（安全衛生・エネルギー管

理担当），藤原渉（機器分析技術室），水沼里美（機器分析技術室），高橋尚也（情報技術

室），佐藤翼（機器分析技術室），鵜川成美（計測技術室），山吉康弘（副統括技術長） 

 米沢市教育委員会の共催と学園都市推進協議会の後援を受けて，ものづくりセンターＡ棟創成

支援室を会場に，おとなのものづくり「身近な技術」の体験塾を開催した。地域貢献活動の一環

として技術部では小学生などの子供向けに年に数回程度理科工作・実験教室を開催しているが，

一般の大人向けとしては年に一度のイベントとなる。

今回の体験塾は３年連続３回目の開催となるが，講師

として技術部 OB の田村恒一氏にお願いし，「ケルビ

ン発電機（静電気発電機）の製作」を行った。今回製

作を行ったケルビン発電機は普段身近に接している

水を２つのコイル電極の間に通すことで２つの水流

に始めにあったわずかな電位差が徐々に蓄積しやが

て約数千V～1万V程度の電圧差に帯電した水に分離

して静電気を発生させることができる装置である。帯

電した水が数千 V に達するとノズルから落ちる水が

帯電した水と電気的に繋がったコイル電極の間を通

る際に逆電圧に帯電し，電極との相互作用で水滴とな



って飛び散ったり，舞い上がったり，不思議な現象を見せてくれる。今回の参加者は市内小学校

の関係者やその OB，今年度技術部に採用された職員などの８名であり，これまでの体験塾に参

加して今回も非常に楽しみにして参加された方が多く，とても積極的に製作に取り組んでいた。

細い水流を作るためのノズルは細い金属パイプの他にガラス管をバーナーで加熱し引き延ばし切

断する作業のガラス細工を体験しつつ製作してもらったが，全員が初めての体験でありガラス管

を引き延ばす際のタイミングや力加減にやや苦労する参加者もいた。ガラス細工の体験は参加者

にとって貴重な経験となりとても印象に残ったようで，いずれガラス細工をメインにした体験塾

もおもしろいのではないかと感じた。参加者が作製したケルビン発電機には特に針金の巻き方や

曲げ方などに手作りならではの個性が表れていたが全て静電気の発電に成功し，静電電圧計によ

る測定では約 5千 V程度の静電気の発生が確認できた。流れ落ちる水が帯電したコイル電極との

吸引力で舞い上がる現象も確認でき，参加者全員がその様子を写真に収めながら驚嘆していた。

体験塾終了後に行ったアンケートでは，全員が今回の体験塾の内容に満足し，次回の参加も希望

する回答を頂いた。例年に習い米沢市の広報紙や学内のメールなどで参加者を募ったが，新たな

参加者を得るには他の案内手段も検討する必要があると感じた。ケルビン発電機は工作を指導す

るスタッフとしてもコップ内やノズルから滴下する水の中で起きている電荷の振る舞いにとても

興味をそそられ，超純水では発電できないだろうと予想して当日検証実験を行ったが，見事に予

想を裏切られ超純水でも水道水と変わらない発電と水滴の飛散現象が確認できた。おそらく使用

したコップや空気中の不純物が溶

け込み，純水ではない状態になった

ためと思われるが予想に反した結

果が出て俄然探求心が沸いてきた。 

終わりに多大なご支援を頂きま

した米沢市教育委員会と学園都市

推進協議会に感謝申し上げます。 

 


